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　7）全ソ地質研究所（1971）：「OpraHK3aU断臼HpoH3Bo八cTBo　pa60T　no　reoπor四ecKo負cもeMKe

qeTBepTHHHHxoT刀o凪eHH最BMac皿Ta6ax1：200，000K1；100，000（1／20万と1／10万第四系地質図幅

作業の編成と実施）」，ネードラ出版所，モスクワ，94P。，表4，付図6，22×15cm（露文），UDC＝550・81
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第四系地質図幅による探査作業

屋外実験処理

第四系地質図幅に関する試資料の屋内処理と説明書の編纂

8）鼠眠おopo闘・（1971）：rCTaTHcT四ecK吻Ha朋3np・cTpaHcTBeHH耳xre・涯・r四ec即x3か

KOHOMePHOCT磁（空間の地質学的規則性の統計的解析）」，ネードラ出版所レニングラード支所，　レニ

ン’グラード，173P。，図64，表17，文献363，22×15cm（露文），UDC：519。24／27：550．8

　9）　B・C。販a駐」亘e團鼠o（1973）：　「瓢賑HepaπbHbleΦopMaUHH　HΦaUH騒MeTacoMaTH阻ecKHx　Kaβ60H－

aTHToB（交代カーボナタイトの鉱物生成体と鉱物相）」，ナウカ出版所，モスクワ，99P．，図34．表29∫．

文献24，22×15cm（露文），UDC：552

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目
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岩石の岩石学的記載
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　交代作用の結果として生成した岩石

　　先カーボナタイト交代作用期（母岩，貫入岩）　　カーボナタイト交代作用期（方解石質カーボナ

　　タイト，苦灰石・方解石質カーボナタイト，アンケライト・方解石質カーボナイト）　　後カーボ

　　ナタイト交代作用期　　出発岩石組成の交代カーボナタイトに対する影響

カーボナタイトの造岩鉱物

交代カーボナタイトの鉱物生成体

　曹長石カーボナタイトの変輝岩フォーメイション

　　方解石期　　苦灰石一方解石期　　アンケライト・方解石期一

　カンクリナイト・方沸石カーボナタイトの変閃長岩フォーメイシヨン

　　方解石期　　苦灰石一方解石期

　曹長石カーボナタイトの変角閃岩フォーメイション

　　苦灰石一方解石期　　アンケライトー方解石期

　石英カーボナタイトの変ホルンフェルス・フォーメイション

　　苦灰石一方解石期　　アンケライト・方解石期

考察

結語

　10）r。3．rp照蹄o珍（1973）；「reomrHH　AHTapKT四ecKoro　HoみyocTpoBa（南極大陸アンター

クチック半島の地質）」，ナウカ出版所，モスクワ，118P。，図23，文献152，26×17cm（露文），UDC：55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次
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　　　リビングストン島の火山源層　　プリンス＝グスタフ系　　スノー＝ヒル＝アイランド系　　ジ

　　　ェームス＝ロス＝アイランド系

第3章　マグマ活動の特徴

　　　火成岩地質のデータ　　火成岩の化学的性質

第4章　絶対地質年代

第5章構造地質
　　　構造変形各論（アルプス型構造，ゲルマン型構造）　　フォーメイションと構造コンプレックス

　　　構造地質区区分　　アンタークチック半島の構造形成史（先カンブリァ紀後期，古生代期，中生

　　　代期，新生代期）

まとめ

　11）火山学研究所ほか（1973）：rByハKaHH3M　KΦopMHpoBaHKe　MHHep研bHblx　MecTopo凪双eH励B

飢bnH伽Ko敢reocHHMH騒aπbHo益30He（KapHaTb互，KpHM，KaBKa3）（アルプス地向斜帯における火山

作用と鉱床の生成）」，ナウカ出版所シベリァ支所，ノボシビールスク，171P・，22×15cm（露文），UDC＝

551．311．21
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，文献11，P．14－20

3，C．Xa朋丁∬Hほか1：アイオゾル炭酸鉱水の生成に対するマグマ作用の影響　　，　　　　P．21－24

A　X．瓢Ha玖aKaH冊ほか2：北アルメニァ地方白亜紀後期火山作用と関係ある熱水活動の特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，文献2，P・24－29

B。B．Ba6aeB，B，H．BapaHoBcK雌＝ザカルパチァ地方の地熱異常　　　　　・　　文献9，P・30－35

U，r。AKO朋H3アルメニァ共和国諸火山円錐丘の磁場と磁化の強さ　　　　図2，文献6，P・35－41

A．瓢．F肥BaccKaH，H．n．瓢Hxa勘oBa：古磁気データに照らしたザカルパチァ地方新第三系噴出岩層

　系の層序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，文献9，P．41－48

T。C　Jle6e双eB，H．Φ．no3HaHcKaH一；ザカルパチァ地方火山生成体の物理的パラメータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表3，文献11，p，48－56

A．H．瓢aMe八oB：小カフカス地方中央部噴出火山作用の諸特徴　　　・国1，表1，文献12，P・57－63

C・r・KapaHe朋H：アルメニヤ共和国最新期酸性火山活動生成物の岩石学的研究と実用価格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，．表1，文献11，P・，63－71

A．C．OcTpoyMoBaほか2：小カフカス地方ザンゲズール山脈中部の安山岩r石英安山岩岩系およびそ

　れらと関係あるサブボルカニック生成体　　　　　　　　　　　　　図3，表1，文献12，P。71－82

a　X．Xapa3珊：アルメ出ヤ共和国北西部の最新期火山活動　　　　　　　　　　　文献10，P。83－88

∂・r・瓢飢xac朋；アルメニヤ共和国のメタロジェニーにおけるジュラ紀火山作用の役割　　　P・88－92

K。赫。瓢ypa双HH：古第三紀火山作用と火山源鉱床生作成用の諸特徴　　　図2，表2，文12，P・92－102

A。A．AAaM珊：アルメニヤ共和国鮮新世後期高アルミナ玄武岩熔岩の起源　　表5，文9，P・102－108

C．B．A抽60B：ケルチ＝タマン地方新期火山作用の問題　　　　　　　　　　　　文4，P．109－112

皿。A，neTPOBa＝カフカス地方とカルパチア地方の新第三紀一第四紀酸性噴出岩の岩石化学と生成タイ

　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　表2，文13，P。113－L18

K・H・KapaHeT珊；アルメニヤ共和国の最新期マグマ岩系　　　　　　　　　表2，文10，P・118－122

K．r。田HPK朋H＝地塊構造とアルメニヤ共和国最新期火山岩系の岩石学的・岩石化学的特徴との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一図6，文14，P．123d37
B。B。HayMeHKo，A．Φ。FoHqapyK：地殻の深部構造とザカルパチァ地方新第三紀火山作用および鉱化

　作用との関係について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　文3Q，P．137－144

3・A・Jla3apeHKo：ウクライナ領カルパチア地方アルプス期マグマ作用の諸特徴　　図1，P，144－153

3。A．JIa3apeHKo，K。A、耳e伽aKoBcKaH：ザカルパチァ地方石英粗面岩質および安山岩質マグマ岩系

　の中新世混合型凝灰岩・熔岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，表1，文5，P．153－162

E．Φ．飢翻eeB；造山帯型火山作用と関係あるソ連領カルパチァ地方の非金属鉱物資源と建設材料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，文7，P．163－169

　12）賦C・C躍c膿o舩（1973）；「瓢KHep飢bl　rpyHHbI　HeΦeπHHa（霞石族鉱物）」，ナウカ出版所，

モスクワ，141P．，図31，表44，文献214，21×14cm（露文），UDC：549。62。43＋552．11
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第2章　霞石族鉱物の化学組成

　　霞石の化学組成　　元素間の相対比　　霞石中の水　　共存鉱物組成による霞石中のNa／K比の
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　　ルシライトとカリオフィライトの化学組成

第3章　結晶構造と整列現象

　　霞石とその多形態　　：KAISiO4の多形態　　霞石とカルシライトの構造中における原子の整列現
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　　　霞石の化学組成の決定　　カルシライトの化学組成の決定

第5章　物理的性質，それと化学的性質の比較

　　　光学性に対する霞石結晶構造中のアルカリ原子のオーダ＝ディスオーダの影響

第6章　霞石の整列過程の岩石学的解釈

まとめ

付録，霞石の化学分析表

　13）　A・闘・Tyrap照賎oB，鼠販』《oB瓢e照o（1973）：iTeoxHMHπrpaHHTo麗1【oB　HHrepHK　（ニジ

ェリアの花闇岩類の地球化学的研究）」，ナウカ出版所，モスクワ，107p・，図24，表29，文献149，22×

15cm（露文），UDC＝550．4＝552．231．1
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限石およびインパクタイト中のダイヤモンドの産状
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　17）K》・踊・八も腿齢B（1973）二「nP叩o双a　yPaHoB磁cMo汀朋o負py八H（渥青ウラン鉱の性質）」，「ア

トミズダート」，モスクワ，240p，，図77，表25，文献563，22×15cm（露文），UDC：549．514。87：（553．2

＋548．5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部渥青ウラン鉱：ピッチブレンドとコフィナイト

　第1章渥青ウテン鉱

　　　主要成分　　鉱物集積形態『　ピッチブレンドとコフィナイトの共生関係

　第2章　内因性ウラン酸化物とウラン珪酸塩

　　　閃ウラン鉱の性質に関する概念の発展　　コフィナイトに関する主な情報　　コフィナイ・トによ

　　　る仮像

第2部　合成ウラン酸化物と天然ウラン酸化物における相転移

　第3章　合成ウラン酸化物

　　　三酸化ウランUO3　ウラン酸ウラニルU308　U50、3型酸化ウラン　　5酸化ウラン（半5

　　　酸化ウラン）U205　　U307型正方晶系酸化物　　酸化ウランβ相U409　　等軸晶系酸化物

　　　UO2蝉

　第4章ウラン酸化物の還元

　　　ウラン酸化物の還元の段階性　　コンパクトU308の還元　　U308コUO2＋、転移のエンドタク

　　　シー

　第5章　ウラン酸化物の酸化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37一（147）



地質調査所月報（第26巻第3号）

　　UO2格子中の酸素の拡散　　酸化によるウランの挙動　　酸化と分子の大きさ　　転移機構

　　酸化と放射性崩壊（自酸化）

　第6章天然ウラン酸化物における相転移

　　　メタミクト性と無秩序性　　閃ウラン鉱とピッチブレンドのサーモグラフィー　　閃ウラン鉱と

　　　ピッチブレンドの水素による還元

　第7章　ウラン酸化物の分類

　　バートライドとダルトナイド　　組成変化と格子パラメータ

第3部ピッチブレンドのオントジェネシス

　第8章スフェロクリスタルの発生

　　　スフェロクリスタルの発生機構　　ピッチブレンドのスフェロクリスタル発生の心核　　閃ウラ

　　　ン鉱結晶の裂開　　スフェルライトの立方体状核の形と構造　　結晶形態の進化　　随伴鉱物中

　　　のピッチブレンド　スフェロクリスタル核

　第9章　ヒ。ッチブレンドのスフェロクリスタルとスフェルライトの成長

　　　スフェロクリスタルと包有物　　ファイバーの成長　　絶対成長速度と相対成長速度　　スフェ

　　　ロイドライト　　継承形態　　スフェ官クリスタリックなスフェルライト　　2鉱物のスフェロ

　　　クリスタルの共生成長　　結晶とスフェロクリスタルの共生成長　　多鉱物性スフェロライトと

　　　スフェロイドライト　　ブラストスフェロクリスタルとメタスフェロクリスタノレ

　第10章　ピッチブレンドのスフェロライト集合

　　　スフェロライト殻　　重力の影響　噺結晶と賢臓状殻の同時成長　　スフェロイドライト質樹枝

　　　状集合　　閃ウラン鉱のスフェロライト殻　　交代性コンクレーション

　第11章　相転移と再結晶作用

　　　心核とデンドライト　　酸化物の還元の示徴　　スフェロクリスタルとスフェルライトの同心帯

　　　状構造　　拡散酸化像　　メタミクト状態の示徴　　閃ウラン鉱の偽スフェロライトにみられる

　　　再結晶作用　　コフィナイトと相転移

　第12章　ピッチブレンド　スフェルライトの交代と溶解

　　　周縁鉱物の組成の影響　　周縁鉱物の状態　　スフェロクリスタルの構造欠陥と交代作用　　置

　　　換と交代　　スフェルライトの溶解　　分解と分散　　スフェルライト中での再生作用

第4部ピッチブレンドのフィロジェネシスの問題

　第】3章　溶液中でのウランの移動と沈殿

　　　炭酸塩一渥青鉱化作用の進化　　含ウラン溶液　　天然の還元剤　　電気的現象　　生成場所

　第14章　溶液中の固相の生成

　　　晶出促進条件　　UO2檀固体の生成　　　ピッチブレンド生成における水の役割　　天然ウラン

　　　酸化物の進化における温度の役割　　固相の組成に対する溶液のpHの影響　　UO2＋の沈殿時

　　　の自触媒作用

　第15章　準安定ウラン酸化物とピッチブレンドの生成

　　　溶液中におけるウラン酸化物の還元　　等軸晶系U50、3の生成　　発生と相転移　　還元触媒

　　　としての半導体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　笥8）　駐・夏《・『我協P賊」亘o臨，闘・A。CoJ亙o協恥e賎総（1973）3「By，πKaKoreHHo－oca八o蔓HHeΦopMa皿HH　reo－

aHTK瑚HHa鵬HHx　Ho八雌丁舶瓢aπHx　K　Bo価皿Hx　KypK冴（小クリル列島と大クリル列島の地背斜隆

起帯の火山源一堆積層系）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビールスク，151p．，図41，表19，文献

96，26×17cm（露文），UDC：552．5：551．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章列島の地質

　　　小クリル列島嶺　　大クリル列島嶺
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第2章　火山源一堆積層の研究法と同定・分類上の諸問題

　　研究法　　火山源一堆積層の同定と分類

第3章　小クリル列島の白亜系上部火山源一堆積層系

　　マタコタン累層　　小クリル累層　　ゼリョーノフ累層　　白亜紀後期における小クリル列島弧

　　の地質発達図式

第4章　大クリル列島の新第三系火山源一堆積層系

　　スレドネパラムシル累層　　オホーツク累層　　オケアンスク累層　　クリル列島北群の地質発

　　達図式
第5章　クリル列島白亜系上部・新第三系火山源一堆積層系一地背斜隆起フォーメイション

　　白亜系上部統と新第三系の所属フォーメイション　　クリル列島の基盤の性状と現世発達段階に

　　ついて　　クリル列島火山源一堆積層系のリソジェネシスの特徴　　フォーメイションの類型に

　　ついて

　コ9）　聡。C。昼《oP腋闘調盟賦闘關（1973）：「PyAHble　ΦopMa翼HK　H　npo双eccbl　py双oo6pa30BaHHH－Ha　Hp－

HMepe3a6a甑聞団　（鉱石フォーメイションと鉱石生成過程一ザバイカル地方の場合）」，ネードラ出

版所レニングラード支所，328p・，図98，表12，文献283，22×15cm（露文），UDC：553．2（57L54＋

571．55〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部．内因性鉱石フォーメイション

　第1章　フォーメイションを基礎とした内因性鉱床分類の一般原則

　鉱石フォーメイションに関する知識の現状　　内因性鉱床の新分類に関するC．C．CMHPHOBと

　K　．A．B胚∬H6HHの概念　　構造地質を基礎とした鉱石フォーメイション区分の原則と規準

　第2章　ザバイカル地方の構造運動，マグマ作用，メタロジェニーの特徴

　ザバイカル地方の地質構造発達図式　　中生代マグマ岩岩系とその鉱床生成分布規制　　地殻深部

　　構造とマグマ岩岩系の結びつきに関する地質学的および地球物理学的データ

　第3章　ザバイカル地方中生代鉱石フォーメイション

　　ジュラ紀構造発達期の鉱石フォーメイション　　白亜紀構造発達期の内因性鉱床（多金属鉱石フォ

　　ーメイション）　　鉱床生成区区分と鉱産帯の空間的・構造地質的位置の特殊性について

第2部　鉱石生成過程

　第1章　マグマ系と鉱石系の分離指標としての貫入岩と鉱石の組成・構造にみられる不均一性

　　周期的縞状石英斑岩　　割れ目充填脈の分化鉱石　　炭酸塩岩中の交代鉱床の分化鉱石　　コロイ

　　ド溶液とゲルによって生じた交代仮像　　鉱床生成時の炭質物・渥青の挙動

　第2章　残存空隙中の鉱化作用と割れ目充填鉱脈の生成機構

　　蛍石の鐘乳石　　ドユーン状集合　　扇状地型シンター生成体　　初成空隙底部での沈殿作用

　　2・3の割れ目充填鉱脈の生成機構について

　第3章　内因性鉱床成因論の若干の問題

　　鉱液　　無機重合体に関する一般庸報　　大分子の主な性質とメルトないし溶液中でのその挙動

　　内因性鉱床生成過程への重合体理論の適用

まとめ

20）腿。A・舳x認無o陥（1973）；r瓢eTo朋KacocTaB菰eH盟兄KpynHoMacmTa6HHx∬HTo涯oro一Φa－

KHaπbHHx胚Ha肥oreorpaΦHuecKHx　KapT（大縮尺堆積相図・古地理図構成法）」，ナウカ出版所，モス

クワ，54P．，図19，表52，文献52，26×17cm（露文），UDG：551・7・022＋55L8

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
図の縮尺の選択
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層序間隔の選択

事実資料の選択と分類

堆積相図

　通常型式の図（図構成法・図作製例）　　岩石垂直変化図（図構成法・図作製例）

古地理図

　図構成法（陸地の特徴表現　　古水盆の特徴描写）　　図作製例

まとめ

21）P．凪。趣e澱y陣e鴎・八・瓜以撒e撒蹄ae駐（1973）：rCKapHbIHopy八eHeHKeFaBacaH（ガ

バサーイ鉱床田のスカルンと鉱床）」，イリム出版所，フルーンゼ，104P・，図42，表42，文献123，22×

15cm（露文），UDC：553。2（575。22）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　ガバサーイ地区の地質の特徴

　　層序　　マグマ作用　　構造地質

第2章ガバサーイ鉱床田の地質学的特徴

　　母岩炭酸塩岩層　　マグマ岩

第3章　ガバサーイ地区岩石の地球化学的特徴

　　分析法　　炭酸塩岩の地球化学的特徴　　マグマ岩の地球化学的特徴

第4章スカルンの主要生成型式

　　マグマ分化段階の交代生成体　　マグネシアースカルン　　メルウィナイトーモンチセライトースカ

　　ルン　　後マグマ段階の交代生成体　　再生マグネシアースカルン　　アポマグネシアーカルクース

　　カルン　　石灰岩によるスカルン

第5章　スカルン鉱体の構造

　　マグネチート採鉱区　　アクターシュ採鉱区　　ツェントラーリヌィ採鉱区　　ジャルギズリュー

　　ク採鉱区　　カラカーン採鉱区

第6章　鉱石の鉱物組成と交代柱状断面中の鉱体の位置

第7章　微量元素，その成因上の意味と分布

　　スカルン鉱物・鉱石鉱物中の各元素の分布と挙動　　成因解明の手掛りとしての微量元素　　ガバ

　　サーイ鉱床田の鉄鉱鉱化作用と貫入岩との関係

第8章　スカルンと鉱体中の金分布の特徴

第9章　含鉱体スカルンの生成条件

まとめ

　22）　《・聡Py八闘編（1973）；「By涯KaHH3MHΦopMHpoBaHHeMHHepa五bHblxMecTopo氷八eHH曲B

A茄nH伽Ko且reocHHKハHHa汲bHo負30He（アルプス地向斜帯の火山作用と鉱床の生成）」，ナウカ出版所

シベリァ支所，ノボシビールスク，171p・，22×15cm（露文），UDC：55L31L21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

B．O．CoハoBbeB（ハリコフ大学［XFy］）：カルパート・クリミヤ・カフカス地方と極東南部地域の火

　山作用の同期発展について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参正5，p．5－11

14．H。PeMH30B，n．B．KoBa配B，1（：）．A．BopKceHKo（XFy）：ウクライナの第四紀火山灰　　p・11－14

K）．C．Jle6eみeB　（シンフェロポリ鉱物探査専問学校［C瓢nH］）：ケルチ半島の2・3の有用鉱物生成

　作用における火山作用の役割について　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参11，p・14－20

∂．C。Xa照丁冊，K．H。KapaneT冊（アルメニア科学アカデミー地質研究所［14rAHApCCP］）3アイオ

　ゾラ炭酸鉱水の生成に対するマグマ作用の影響　　　　　　　　　　　　　　　　参13，p・21－24

A．X。瓢Ha皿aKaHHH，14。X．neTpocoB，JI．H』皿BH涯H（14rAHApCCP）；北アルメニア地方の白亜紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40一（150）
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　火山作用と関係ある熱水作用の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参2，p．24－29

B・B・Ba6aeB，B・H・BapaHoBcKH負（ウクライナ天然ガス研究所）：ザカルパチア地方の地熱異常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参9，P，30－35
U．r．AKO朋H（アルメニァ科学アカデミー地球物理・応用地震学研究所）：アルメニア共和国諸火山円

錐丘の磁場と帯磁性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参6，P。3541

A・瓢・meBaccK朋，H・H・巫Hxa勘oBa（ウクライナ科学アカデミー地球物理研究所［HrΦ，AHy℃CP］）

　：ザカルパチァ地方の古磁気データに照した新第三系噴出生成体の層序　　　図2，参9，p．41－48

T。C．Jle6e双eB，H。Φ、no3HaHcK朋（HrΦ，AHyCCy）：ザカルパチァ地方の火山生成体の物理的パ

　ラメータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図L表3，参11，p。48－56
A。H。納aMe八OB（アゼルバイジャン科学アカデミー地質研究所）：小カフカス地方中部噴出火山活動の

　藷特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参12，p．57－63

C．F．KapaHeT冊（HFAHApCCP）：アルメニァ共和国最新期酸性火山作用生成体の岩石学的研究と実

　際的意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表1，参11，p．63－71

A．C。OcTpoyMoBa，E．K．CTaHKeBHq，H』。UeHTep（ソ連地質省全ソ地質研究所）：小カフカス地方

　ザンゲズール山脈中部の安山岩一石英安山岩岩系とそれに関係あるサブボルカニック生成体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表1，参12，P。71－82

∂．X。Xapa3朋（HrAHApCCP）：アルメニァ共和国北西部の最新期火山作用　　　　参10，p．83－88

9・r・瓢a』xac朋（HFAHApCCP）：アルメニアのメタロジェニーにおけるジュラ紀火山作用の役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参8，P。88－92
K・瓢・mypa双朋（HFAHApCCP）：古第三紀火山作用と火山源鉱床形成体の諸特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表2，参12，p，92－102

A．A。A八aM朋（HrAHApCCP）；アルメニア共和国鮮新統上部高アルミナ玄武岩熔岩の起源について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5，参9，p．102－108

C・B・A筋60B（C瓢HH）：ケルチ＝タマン州の新期火山作用に関する問題によせて　参4，P．109－112

瓢．A。neTPOBa（モスクワ大学）3カフカス・カルパチァ両地方新第三紀一第四紀酸性噴出岩の岩石学的

　研究と生成タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2，参13，p．113－118

K・14・KapaHeT珊（HrAHApCCP）：アルメニア共和国の最新期マグマ生成体　　　表2，P．118－122

K　F・㎜【HPHH朋（HrAHApCCP）：アルメニア地方最新期火山岩系の岩石学的・岩石化学的特徴と地

　塊構造との関係について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，参14，p．123－137

B・B・HayMeHKo，A・Φ・FoHqapyK（ウクライナ科学アカデミー地球化学・鉱物物理学研究所）：ザカ

　ルパチァ地方新第三紀火山作用・鉱化作用と地殻深部構造との関係にっいて　　　参30，p．137－144

3・A・JIa3apeHKo（リボフ大学［JIFy］）；カルパチア山脈ウクライナ領アルプス期マグマ作用の諸特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1シ参17，P．14手153

3．A・JIa3apeHKo，K・A・双e伽aKoBcK朋（JIFy）：ザカルパチア地方石英粗面岩系・安山岩系マグマ生

　成体の中新統混合型凝灰岩・熔岩　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，表1，参5，p．153－162

E．Φ，瓢飢eeB（ソ連科学アカデミー火山学研究所）：カルパチァ山脈ソ連領の造山型火山作用と関係あ

　る非金属資源と建設材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参7，p．163－169

　23）A．A。丁町aeB（1974）：「∂BoπK）uH兄opraHH肥cKHx　coeAHHeH励Ha3eM肥　（地球における

有機化合物の進化）」，ナウカ出版所，モスクワ，141p・，図17，表18，参253，22×15cm（露文）・UDC：

576．11

　　　　　　　　　　　　　　　　　目
L　地球における化学的進化の第一歩

2・エネルギーの根源と一次触媒

3．　ビタミン

次
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4・アミノ酸と蛋白質

5．酵素的性質を備えた物質

6・核酸とその構造要素

7．炭水化物

8，脂肪酸とグリセリーズ

9・　自然発生的合成と生物合成

まとめ

　24）　ソ連科学アカデミーほか編（1974）：「reHe3Hc　MecTopo撒双eH磁caMopo八Ho茸cepu　H　HepcHe－

KTHBH　Hx　noHcKoB（自然硫黄鉱床の成因とその探査の展望）」，ナウカ出版所，モスクワ，203p。，22

×15cm（露文），UDC：553．661

　　　　　　　　　　　　　　　　　目 次

A．C．3BepeB：硫黄調査事業の基本方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・4－9

A．C．CoKoloB：硫黄の地質学的・成因論的問題　　　　　　　　　　　　　　図1，参28，P・10－30

A・C・y瑚oHcK曲，B・H・TpoH双K励，瓢・r・FaBpH丑恥K：自然硫黄の成因によせて　　図2・p・31－42

H．C．JIa3apeB：交代硫黄鉱層の生成条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・43－45

A．｝4。OTpe斑Ko，O．T．CTeHaHeHKo：ヨーロッパソ連の硫黄鉱胚胎性の予測法と予測結果　p・46758

r．T。CaHceeB，瓢．Φ。Cy汀b：前カルパチァ盆地の硫黄鉱床の成因と探査事業の方向　図1，p．59－64

瓢。F．Fop6aueB：中央アジァ硫黄鉱床生成区の地質の特徴，鉱床の成因と探査法　　　表2，p・65－75

H．T．Cy田HoB，瓢・K・赫Hp3axaHoB，E・C・HapHHKeπb，B・Φ・Ka3aKoB：トルクメン共和国の硫黄工

　業原料基地拡大の展望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参10，p．76－85

H。C　Jla3apeB，X・XyA甜Ky五HeB，A・n・KyTy30BフC　JI・XpH皿aHoB四：ガウルダク硫黄鉱床の地質

・鉱床とガウルダク＝クギタンガ地域の硫黄鉱胚胎性の展望　　　　　　　　　図2，参20，p。86－93

A．A．巫aKy皿HH：沿ウラル地方バシュキール領硫黄鉱床の生成型式　　　　　　　　図1，p．94－98

B．C．P且KHH：ポドゴルネン自然硫黄鉱床の地質構造の特徴　　　　　　　　　図3，参7，p・99－105

r．瓢．BAoB四eHKo，H。C。Jla3apeB，B。H．Cpe6poAo肪cKH翫ガウルダク自然硫黄鉱床の地質・鉱物

　の特徴と酸化帯の成因　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表3，参13，p．106－U9

B．H．0舘6KHH：硫黄胚胎層炭酸塩岩・硫酸塩岩の地下水による二次変質　　表1，参3，P・120－122

B．C．3HaMeHcKK藪：千島列島第四紀火山中の堆積岩　　　　　　　　　　　図5，参5，P・123－131

F．H．no朋KoB，r．n。只po耶雌，B。几且MHTpHeB，B．B。皿ypaBbeB：火山源硫黄鉱層の地質・地球

　物理・地形データによる構造的賦存位置条件　　　　　　　　　　　　　　図2，参2，p・132－138

P。H．B飢eeB，Φ。r。皿a茸xyTAHHoBa：卓状地区自然硫黄鉱床の予測・探査の構造地質的規準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参10，P。139－143
r。瓢．B八oB疏qeHKo，F．n．Ho朋KoB：自然硫黄鉱床探査法の物理化学的観点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表1，参13，p．144－152

A。m．Bπ馴りMeH双eB，A。B．Be涯uep，瓢．K。OHKcbKo，H．H。Φeπb双MaH：炭酸塩型硫黄鉱の放射能検

　層研究法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表2，参6，p・153－158

K），JI。Bem6poAcK曲，B。H。CTe∬aHoB，B。Φ汀lo打KyHoB：地下熔融採掘のための硫黄鉱床の地質・

　水理地質研究法の特徴と坑井グリッド密度の設定根拠　　　　　　　　　　表3，参8，p・159－168

E。A．FoπoBHH，八。H．HBaHoB：自然硫黄鉱床の一般的成因研究問題　　　　　　　参11，p・169－172

JI．A．AHHcHMoB：高硫黄ガス層中での硫化水素生成問題　　　　　　　　　　　　　　　P．173－175

3．E。JIoHAoH，B．F．Ky3HeuoB，A。C　ByxBaπoB：含硫化水素ガス鉱床探査の展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表3，参13，p・176－192

B・r・Ky3He皿oB：ソ連における天然ガス産硫黄生産の展望　　　　　　　　　　　　P・193－194

　25）　0。鯵・踊農監eeB（1973）；「M、HKpogJleMeHTH　B　Ho蔓Bax　CH6HpH　H双aJlbHePo　BocToKa（シベリ
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アと極東の土壌中の微量成分）」，ナウカ出版所，モスクワ，151p・，図12，表19，参138，22×15cm（露

文），UDC：63L416，8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

土壌中の微量成分

　マンガン　　コバルト　　モリブデン　　銅　　亜鉛　　硬素

シペリアと極東の生物地球化学分帯について

シベリアと極東の農業植物裁培での微量肥料利用の将来性について

まとめ

26）み澗・A聯躍xo凪躍e駐（1973）：rOpraH四ecKoeBe皿ecTBo－ocHoBHo勘cT・qHKK重eΦ一

TH班ra3a（有機物一石油と天然ガスの主な根源）」，ウズベク共和国ファン出版所，タシュケーント，

203P。，図20，表16，参417，22×15cm（露文），UDC：553・98・06L31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　現世水底堆積物中の有機物の変質，同第四系類似物に至る変質過程の進化とその最終生成物

第2章長期にわたる有機物変質過程の進化と古堆積岩中の当該生成物

　　　　　有機物の量的・質的特徴と岩石タイプ・相との関係

　　　　　地球化学的相

　　　　　母油・母ガス岩の生成系列とその石油・天然ガス生成体に対する影響

　　　　　主要リソジェネシス段階

第3章　高ポテンシャル母油・母ガス岩・同累層の不溶性有機物の質量分析による研究

　　　　　問題の設定

　　　　　岩石中に分散した有機物の研究法

　　　　　質量分析器による有機物研究の主な成果

第4章　石油・天然ガスの生成過程，移動，油層・ガス層の形成

　　　　　石油・天然ガス生成の段階性

　　　　　石油・天然ガスの段階的配列における水理地質的要素の役割

第5章　石油・天然ガス予測鉱量の容積形成計算法の新しい原理

　　　　　容積形成計算法による石油・天然ガス予測鉱量計算法開発の現状

　　　　　容積形成計算法による石油・天然ガス予測鉱量決定の新方策

まとめ

　27）エストニア共和国科学アカデミー（1973）：「ΦopM餌HH　ropκ1覗x　c涯aH翼eB（可燃性頁岩層系）」，

バルグス出版所，タリン，160p・，図23，表20，参89，27×18cm（露文：英文抄録〉，UDC：553・983（47）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部　ソ連の可燃性頁岩層系の研究

　第1章　オルドビス系可燃性頁岩層系（沿バルト凹地）　総説

　　　　エストニァ共和国のDictyonema頁岩　　エストニア共和国とレデングラード州のクケルサイ

　　　　ト，レニングラード可燃性頁岩鉱床の地質構成の特徴と研究の現状

　第2章　ジュラ系上部統可燃性頁岩層系

　第3章　古第三系可燃性頁岩層系

　　　　ボルトィシュ可燃性頁岩鉱床　　カルパチア地方のメニリーテス頁岩

第2部　可燃性頁岩層系の研究法

　第1章　可燃性頁岩の主な用途

　第2章　野外観察記録法

　第3章　比較分析法による稀少元素・分散元素分布規則性の把握
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第4章　可燃性頁岩有機物の岩石学的研究法

　第5章　クケルサイトとDictyonema頁岩の分光分析・化学分光分析法

　第6章　可燃性頁岩層の花粉学的研究法

　第7章　可燃性頁岩鉱床の地球物理学的研究

　第8章　可燃性頁岩鉱床研究へのパンチカードの利用

第3部　可燃性頁岩および頁岩層系の成因的分類資料

まとめ

　28）　ソ連科学アカデミー　シベリア支部ヤクート地質研究所編（1973）：「瓢arMaTH3M　CeBepo－Bo－

cToKa　CCCP（ソ連北東辺区のマグマ作用）」，ナウカ出版所，モスクワ，243p・，27×18cm（露文），

UDC：552．553．323

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
K・H・PyAHU：サブ求ルカニック貫入岩と火山岩一深成岩岩系　　　　　　　　　　　　参6，p．5－8

r．A．FpHH6epr：ソ連北東辺区の中生代後期花嵐岩類岩系　　　　　　　　図5，表1，参36，P・9－26

K）．双．He八oceKHH：ネクスクーグィニカンジャ花闘岩類山塊の地質と岩石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，表4，参6，p・2640
A．n。Co60πeB：バルィグィチャン＝スゴイ盆地黒雲母花闇岩の岩石化学的特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表6，参21，p。40－52

H・C・HHaTbeBa：東ヤクート中生代後期花崩岩類副成鉱物の共生関係　　　　　図4，参3，p・52－59

r．H．raM珊KH，B．B．FaM珊KHa，瓢。A。C肥瓢oBa：オホト＝クフトゥイ花商岩類山塊のマグマ分化

　成ざくろ石と後マグマ成ざくろ石　　　　　　　　　　　　　　図3，表3，参22，p・59－68

B．H．CoみoBbeB：クイドゥスン積載盆地の火山源岩系　　　　　　　　図3，表3，参6，P・68－83

A・F，BaxapeB：オホーック中央山塊中央部の花商岩一石英粗面岩系火山岩一深成岩共存関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表2，参6，p・84－89

F，H，raM朋HH，r．A．FpHH6epr：クルム山塊ペグマタイト産董青石とざくろ石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参8，p・89－93
B．Φ．Beπbl茸：オホーツク＝チュコトカ火山帯における安山岩質火山作用問題の構造地質学的見地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参28，P．93－106

K）・双・He双oceKHH：オホーツク＝チュコトカ火山帯花商岩類中の後マグマ成交代作用現象の特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表3，参9，p・106－115

A・】皿・raHeeB：コルイマ中央山塊北西縁部の白亜紀後期火山作用　　　図3，表7，参12，P・115－133

H・A・3arpy3HHa：シュトウルモフ地区のマグマ生成体

JL　H。KHqHrHH：アルダン楯状地東縁部の中生代後期火山作用

B・JLΦπepOB：マグマ作用と錫鉱床の関係

JLH。レIHAo，πeB，K　。B。JIKp，K）。B。瓢apHH：

　の相関関係

レ1・只・HeKpacoB，B・K・noKpoBcKK藍：

ック岩の錫鉱床胚胎性

K．K．JleBaH10B：

　　表6，参7，P。133－147

図2，表1，参2，P。147－153

図2，表2，参39，p．153－168

　　　　　　　　　　　　　　　　　デプタート鉱床における粉岩岩脈と錫石一硫化物鉱体と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，表2，参4，p・169－177

　　　　　　　　　　　　　　ポロウスヌイ低地とプリモルスク低地の山脈北部サブボルカニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表13，参20，p。178－199

　　　　　　セテ＝ダバン地区とシベリア卓状地東部の古生代中期噴出塩基性岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1，参3，p，199－206

B・凪・納ep3朋KoB・n・n・JIHqamH：ソ連北東辺区のオルドビス紀火山作用について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表3，参14，p。207－212

r。A．FpHH6epr，B・C．mKo双3HHcKH靴オホーツク山塊とタイゴノス山塊の変成岩コンプレックスの

　比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表1，参9，P．213－219

H・A・3arpy3HHa，B・H・CMHpHoB：タイゴノス半島のマグマ生成体と変成生成体の絶対地質年代につ
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　いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参4，p・219－224
H．B．HqeTOBKHH：レボーセイムカン山塊花嵐岩産のフェロヘスティング角閃石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3，参7，P。225－230
A・K・Ko瓢paTeHKo，K・B・Ky3bMHqeBa：含金鉱層系のサブボルカニック岩の物理的性質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参7，p・230－234
E双。AH八peeBa：アルカリ岩一塩基性岩系火山岩一深成岩岩系について図1，表1，参3，p。235－239

　29）全ソ地質研究所編（1972）：「Koppeπ珊雌yr汲eHocHblx　oTみo撒eHH茸騒yro涯bHblx　nmcToB　B

双OHeUKOM6acce齢e（ドネツ炭田における來炭層・炭層の対比）」，ナウカ出版所レニングラード支所，

111p．，図51，表10，文献168，27×18cm　UDC：552．57気477．60）（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
1，ドネツ炭田に関する一般情報と研究の概況

夏．來炭層柱状断面の堆積相

皿．柱状断面の各種対比法適用の試み

　　石炭岩石学的方法　　花粉学的方法　　化石動物群による方法　　コンクレーション解析による

　　方法　　炭層間カオリン層による方法　　相輪廻による方法

まとめ（付表1一一XX）

　39）　ソ連科学アカデミー物理化学機構・コロイド化学学術ソビエート編（1973）：「yCHeXH　KO朋o－

H双Ho負xHMKH（コロイド化学の進歩）」，ナウカ出版所，モスクワ，359p。，27×18cm，UDC：541．18

（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
n・A・Pe6HH双ep，r・H・ΦyKc：現代コロイド化学の諸問題　　　　　　　　　　　　　　　　P・5－8

n．A．Pe6HHAep：表面活性物質溶液の表面性質と立体的性質の相関関係　　　　図13，参38，p・9－29

B．B．双ep肛HH：流動体限界層の性質の研究とi分散系の安定性におけるその役割　　　図5，p・30－38

A．H。PycaHoB：界面現象論における移過層の厚さ　　　　　　　　　　　　図2，参8，p・39－44

Φ・瓢・KyHR，A・14・PycaHoB：界面層の分子構造　　　　　　　　　　　　　　　　　参4，P・45－50

A・八・Hle涯y八Ko：フィルム層の新しい研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　参56，p・51－60

B・B・双aMaCKHH：溶液一空気界面と溶液一水銀界面における吸着等温度性について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表1，参31，P。61－66

Φ・几OBqapeKKo：分散鉱物に対する界面現象とイオン交換　　　　　図10，表1，参20，p・67－77

H．B．qypaeB：多孔質媒体中の流動体の運動に対する表面張力の影響　　　　　図5，参60，p・78－85

r・A・mapTbIHoB：二重帯電層論　　　　　　　　　　　　　　　　　図8，表2，参35，P．86－97

c　c皿yxIIH：分散粒子の二重帯電層研究の新方向　　　　　　　　　　　　図5，参24，p。98－108

0．H。FpKropoB，双．A。Φp瓢pHxc6epr：毛細管系における動電現象　図10，表3，参19，p．109－116

r。H．ΦyKC：流動体媒体中における固体粒子の接触相互作用力について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，表9，参43，p。U7－129
U。Φ．EΦpeMoB：コロイド粒子の相互作用の法則性　　　　　　　　　　　　図5，参99，p．130－139

K）．m．ma3MaH，「。H。ΦyKc：コロイド分散の集合安定性の要因　　　　　図8，参95，p．140－158

E，双。皿yKKH：固体物体の変形・破壊過程における物理化学現象の新研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図11，表1，参36，p・159－173
r。瓢・BapTeHeB：分散系の構造粘性論　　　　　　　　　　　　　　　　　表6，参30，p．174－183

c・K）・》KyxOB照K曲：チクソトロピック可塑一粘性体の状態の主なレオロジー特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，参15，P．184－189
C。n．HHqHHopeHKo，H。H．KpyMH駆餅：粘土鉱物のコァギュレーション構造の性質による支配
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9，表2，参39，p・190－200
A．A．Tpane3HHKoB：オレオコロイドのレオロジーと構造形成体　　　　　　図11，参28，P・201－211

納。n．Bo』apoBKq，H．H．FaMaK）HoB，H．H。JIHuITBaH：分散系の構造形成過程と含水性質の綜合的研

　究図6，参31，P・212－222A。Φ．nomK：鉱物質収敏物質固結論の比較検討　　　　　　　　　　　　　表2，参25，P・223－229

E・H。A瓢peeBa，B。Φ。Ke田eπaBa：2一カルシウム珪酸塩と3一カルシウム珪酸塩の懸濁液中における

　溶解作用と結晶作用の運動力学的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，参15，p・230－234

E．C．Co諏oBbeBa，B．H．CMKpHoB，E．E。CeraπoBa：水和粘性物質（々グネシア　セメント）の場合

　の固結晶出構造成長の運動力学的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，参12，p．235－238

3。H．mapKHHa：界面活性物質の水溶液中における相互反応について　図9，表2，参16，P・239－248

0．n・BoBKyH，3・H・瓢apKHHa：混合溶媒中の界面活性物質のミセル形成作用の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参18，P．249－254

A。B．Tay6MaH，A・Φ・KopeUKH藍：固体乳化剤による乳剤の安定化と凝集生成体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，参26，P．255－262

H．Sonntag3黒化膜の生成による乳剤滴間の流体膜の安定性について　図3，表2，参15，P・263－267

C．A。HMKHTHHa，B．A。CHHp瓢oHoBa，O，C．瓢oqa涯oBa：乳剤の安定と乳剤重合過程における液体一

　液体境界に対する偽自然乳化作用の役割について　　　　　　　　　　　　図9，参31，p・268－277

A・H．K）p氷eHKoほか4：乳剤中の重合過程における乳化剤の役割　　図7，表1，参24，p・278－285

P．∂．H曲MaH：合成ラテックスの凝集の研究　　　　　　　　　　　図9，表3，参42，P・286－295

A。B．Tay6MaH，瓢．n。HecTepoBa：界面活性物質混合溶液中における乳化作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，参4，P，296－299
A．B．Jlo6acToBa，K　．Φ。双e藍Hera：石けんの炭化水素溶液のフェロエレクトリック的性質について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，参14，P．300－303

n．瓢。Kpyr朋KoB，rl．P。Tay6e：泡末シネレシスに対する界面活性物質溶液の粘性・濃度の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表2，参12，p・304－308
K）．C，五KHaToB：均一重合系中の界面現象　　　　　　　　　　　　図8，表1，参18，p．309－317

H．H．Bπo八aBe皿：高分子分散構造のコロイド化学的諸問題　　　　　　　　　図9，参70，p・318－330

「・瓢・CHHH皿uHa：高分子固体の潜不均一状態　　　　　　　　　　　　　　図8，参38，p・331－338

C．C．Bo瓢K曲ほか2：エラストメールの促進に対するアドゲジーの役割について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図11，表2，参41，P。339－347

C・H・To涯CTa兄：分散添加物に対する界面活性物質・重合物の吸着反応とその活化機構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7，表1，参17，p・347－353
B。H。H3Ma加oBaほか3：蛋白質系における空間構造の形成　　　　　　　図4，参24，P・354－356

B．A．Hqe朋H，C．C．HKKomeBa：ゼラチン膜の物理化学的性質と分子のコンフォーメイション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表1，参9，P．357－360

　31）　亙《）・J亘・皿亘》∬藍o駐（1973）；　「CeBepHaH　yro，πbHo－MeTa、π涯yprHqecKa只6a3a　CCCP；Bo3HHKHo－

BeHHe　H　pa3BHTHe（ソ連の北部石炭基地と製鉄基地：形成と発展）」，ムィスリ出版所，モスクワ，

255p。，表14，参687，21×14cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
第1章1ヨーロッパソ連北部地方の石炭一製鉄産業の発生（1917－1941）

　1．　ソビエート権力初期10ケ年での北部地方の開発

　2・　国内戦後5ケ年期におけるコラ半島とカレリア地方の地質調査と製鉄原料の開発

　3・　ボルクート地域での地質調査と産炭の開始

　4・　ペチョラ炭の大規模採炭への移向と輸送問題
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新着資料の紹介（資料室）

5・北ペチョラ鉄道の建設始まる

第2章　大租国防衛戦時におけるペチョラ炭田の発展

　1・　燃料問題解決をめざした北部地方炭砿労働者の斗争

　2．　レニングラード市民とペチョラ炭田労働者の友情

　3．北ペチョラ鉄道の建設と運行

第3章　戦後（1945－1955）における北部地方炭田・製鉄所基地建設の完成

　L　大量製鉄問題の解決一戦後ヨーロッパソ連北部地方の直接具体的課題

　2．　コラ半島の鉄鉱資源の開発

　3・ペチョラ炭田石炭産業の増大

　4・チェレポベツ製鉄所の建設

第4章工業コンプレックスの一層の発展（1956－1970）

32）眠　《。E《y以岡躍総（1973）；「FeHe3Hc　HeΦTH　K　ra3a（石油と天然ガスの成因）」，ネードラ

出版所レニングラード支所，レニングラ憎ド，

553．982．002．61

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

第1章
第2章
第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
第8章
第9章
第10章

第11章

第12章

第13章

第14章

214P．，図22，参430，22×15cm（露文），UDC：

次

石油成因論概史

一般理論的研究法の問題

限石中の炭化水素と石油成因問題に対するその意義

結晶岩楯状地・同山塊・古期卓状地基盤の火成岩・変成岩中の油徴

石油・天然ガス生成区基盤結晶質岩中の可採石油・天然ガス集積体

現世火山・古火山・火山爆裂岩筒中の石油・石油渥青・炭化水素ガス

炭酸塩岩中の石油生成示徴の規準とその相条件との関係

巨大油層・石油渥青層生成の炭化水素の根源

石油の移動と油層の形成

石油の分布と油層・天然ガス層の配列の規則性

石油・天然ガスと熱水鉱体・古岩塩層・硫黄層・火山ガスとの共生関係

泥火山についで

原油の組成

有機成因説・生物成因説の実際の論拠と石油探査への導入可能性

33）紛。眠撫3蹄eB・聡・腿諏o猟e躍鰍o協（1973）：rCTpyKTypHo－HeTpo涯or四ecKoeH3yqeHKe

rpaHHTH3a照H（花崩岩化作用の構造的・岩石学的研究）」，Tpy八H　HHcTHTyTa　Feo諏orHH　Kape涯bcKoro

ΦKπKam　AH　CCCP，BuHycK18，126p。，図47，表9，参40（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　調査地域の地質構成体

　　　片麻岩類　　花嵩岩類　　脈状塩基性岩

第2章　構造運動と地体構造

　　　概念と記号の体系　　第1変形段階　　第2変形段階　　第3変形段階　　第4変形段階　　間

　　　構造運動期間　　第1・第2変形段階の地体構造の地質時代にっいて　　まとめ

第3章　微構造解析

　　　課題と方法論　　研究試料の地質上の位置と岩石学的特徴　　角閃石　　角閃石のサブ構造の比

　　　較単斜輝石斜方輝石角閃石と輝石のサブ構造の比較斜長石斜長石のサブ構
　　　造の比較　　珪線石　　角閃石・輝石・斜長石・珪線石の定位型式と構造平衡　　まとめ

第4章　花闇岩化作用による構造転移
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総括

　　34）　G．A。S地e蹴翫躍eva（ヨ973）3「Seismicity　of　the　Apennine　peninsula　and　surrounding　islands」，

PublishingO缶ce“Nauka”，Moscow，102p。，40Fig。，7Tables，180Bibr．（inRussian），26×17cm，UDC：

550．34
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　　　　　　　　　　macroseismic　and　instrumental　data

Chapter　III　　General　review　ofse圭smicity

　　　　　　　　　　Lists　ofearthquakes　Maps　ofisoseists　ofstrongearthquake　Seismic　maps　Descrip－

　　　　　　　　　　tion　ofseismicity

Chapter　IV　　Regional　seismotectonics

　　　　　　　　　　Megant三clinorium　ofthe　Apennines

　　　　　　　　Region　L　Liguro．Etruscan　eugeosyncline　　R，egion2。Umbro－Marchgiano－Sabinian

　　　　　　　　miogeosyncline　　R．egion3。South－Apennine　miogeosyncline　　Region4。and　18．
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　　　　　　　　　　Alpine　meganticlinorium

　　　　　　　　Region10。South－Alpian　miogeosyncline　Region　lL　Eugeosyncline　of　South－Westem

　　　　　　　　Alps

　　　　　　　　　　Intermountain　depressions

　　　　　　　　Region12。　Depression　Po　and　Veinice　　R．egion13。Adriatic　depression

　　　　　　　　　　Stable　plates

　　　　　　　　Region14。Apulian　plate　　Region15。　Rugusian　plate　　Region16．　Sardinia　and

　　　　　　　　West－Korsic抗massi魯

　　　　　　　　　　Intemal　depressions　ofthe　Mediterranean

　　　　　　　　R．egion17・　Joni＆n　depression
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